
令和７年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 岩泉町立小川中学校 

２ 実 践 名 自分の体や生活習慣と向き合う 〜健やかな心身を目指して〜 

３ 実施対象者 全校生徒 

４ 目 標  
・望ましい生活リズムと、理想的な食生活が定着した生徒を目指す 

・よりよい運動習慣を形成し、自己の可能性に挑戦する生徒を目指す 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（① ・②） 

養護教諭と保健体育科が連携した取り組み【資料１】 
 養護教諭と保健体育科が連携し、「６０（ロクマル）プラスプロジェクト」の推進計画を作 
成した。 
養護教諭が身体測定と In Bodyを実施し、測定結果を全職員と共有する。保健体育科は、体 
力テストを実施した。身体測定と In Bodyの結果を合わせて、生徒にフィードバックした。 
保健体育の授業では、各自の課題に応じた補強運動を生徒が自ら選択し実施している。また、 
体力テストで明らかになった、柔軟性と持久力の課題解決に向けて、全校で合同トレーニン 
グを実施している。その後、養護教諭が身体測定と In Bodyを実施し、生徒に数値の変化を実 
感させている。 
 このように、養護教諭と保健体育科が連携し一連の流れで「６０（ロクマル）プラスプロジ
ェクト」を実践している。 

イ 
（③・④） 

校外のリソースを活用【資料２】 
 岩泉町健康推進課から、In Bodyを借用して測定している。（年２回） 
 給食センターから毎日配信されている、給食に関わる食育のメッセージを掲示している。 
 栄養教諭を招き、食育の授業を実施している。（学年ごと） 
合同トレーニング 
 全校で合同トレーニングを実施している。持久力を高める目的で行なったペース走では、 
体力テストの結果を参考にして、ひとりひとりが自分に合ったペースを選択して取り組んだ。 

ウ 
（⑤） 

自分の生活習慣を見つめる【資料３】 
 保健委員会が中心となり、継続した取り組みを行っている。メディア見直し週間の取り組
みでは、１週間メディアの使用状況を生徒に記録させた。保健委員会が集計し、結果を全校
生徒に周知している。健康週間の取り組みでは、就寝時間・起床時間・睡眠時間・朝食摂取
などを、生徒に１週間記録させて結果を掲示した。 
自分の身体を見つめる【資料４】 
 体力テストの結果と、In Bodyの測定結果を生徒が各自のロイロノートに保存している。
保健体育の授業をはじめ、合同トレーニングなどの機会に見返して、様々な取り組みに対す
る意欲の向上につなげている。 

６ 成   果 

①それぞれの取り組みを定期的に行ったことで、取り組みの目的が生徒に定着してきた。 
②身体測定や In Body、体力テストの結果をロイロノートに保存したことで見返す機会が増 
え、数値の変化を実感でき取り組む意欲につながった。 

③全校で合同トレーニングを実施したことや、自分に合った運動を自ら選択して実践したこ 
 とで、ほとんどの生徒が意欲的に運動に励むことができた。また、運動やスポーツをする 
 ことが好きかという体力テストの質問項目では、５月に比べて 10月には「好き」「やや好 
き」の割合が増えた。 

７ 課 題 

①メディア見直し週間や健康週間の取り組みを実施したが、運動習慣や食習慣に比べて、生 
 活習慣の改善を図ることが難しかった。 
②体力テストでは、柔軟性と持久力にまだまだ課題が見られた。 
③熊などの野生動物が頻出したことにより、徒歩や自転車による登下校や、屋外での運動機 
会が減ったため、工夫が必要である。 

８ 今後の予定 

・保健体育の授業や合同トレーニングなどでは、自分に合った運動を選択させることを継続
し、引き続きさらに意欲を高められるよう取り組んでいく。 
・生活習慣における課題が大きいため、保健委員会の取り組みは継続しながらも内容につい
ては来年度に向けて検討していく。 
・肥満傾向の改善が困難であったので、生活習慣に加えて食習慣についても少しずつ改善で
きるような取り組み方を検討していく。 

 







４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

養護教諭 ・身体測定

・健康週間

・メディア

　見直し週間

・In Body

◯食育指導 ・身体測定
・健康週間

・メディア

　見直し週間

保健体育科 ・体力テスト ・全校合同トレーニング

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

養護教諭 ・身体測定 ・In Body
・健康週間

・メディア

　見直し週間

保健体育科 ・体力テスト ・１、２年合同トレーニング

【資料１】 養護教諭と保健体育科の連携した年間計画

＜１年間の連携した取り組み＞

【連携の流れ】
　　①身体測定→In Body→体力テストの順に実施し、生徒は自分の身体と
　　　体力について理解を深める。
　　②各測定の結果を参考に、合同トレーニングを行う。
　　③合同トレーニングと夏季休業を終えて、身体測定を行う。
　　
　※①、②の流れを冬期も実施
　

※太字は、運動習慣に関わる取り組み
※細時は、生活習慣に関わる取り組み
※◯は、外部講師を招き、食習慣に関わる取り組み



【資料２】 校外のリソースを活用

「In Body」

「給食センター」

「栄養教諭」

←岩泉町の健康推進課より、年に２回借用
　しています。測定結果はその場でプリン
　トアウトができます。結果はロイロノー
　トに保存しています。

→給食センターから毎日メッ
　セージが配信されています。

→栄養教諭の先生から学年ごと

　に、発達に応じた食事内容の

　授業をしていただきました。

　成長の段階に必要な栄養や、

　運動に適した食事について、

　実践的に詳しく学ぶことがで

　きました。



【資料３】 自分の生活習慣を見つめる

　「メディア見直し週間」を定期的に行っています。利用を制限されたり、禁止されたりするのでは

　なく、自分自身を客観的に見つめることを大切にしています。メディアの利用時間も含め、運動

　習慣や学習時間などについても、タイムマネジメントができるようになることを目指しています。

　「健康週間」の取り組みは、保健委員会が中心になって行っています。早寝早起き、歯磨き、朝食

　などを１週間ロイロノートで記録します。結果は、保健委員会が数値化して掲示しています。



【資料４】 自分の身体を見つめる

　体力テスト、In Bodyの結果は、ロイロノートに各自が保存しています。保健体育の
授業で補強運動を選択するときや、合同トレーニングで自分の運動を選択するときに
活用しています。２回目の結果も保存して、変化を実感しています。
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